
令和5年4月13日

　
　　　　報告者

科目 本年度決算額 備　　　　　考

交 付 金 720,000

合 計 720,000

科　　目 本年度決算額 備　　　　　考

調 査 研 究 費 191,030

研 修 費 0

広 報 費 187,924

広 聴 費 0

要 請 ・ 陳 情 活 動 費 1,360

会 議 費 0

資 料 作 成 費 0

資 料 購 入 費 97,018

人 件 費 0

事 務 所 費 24,065

合計 501,397

収 支 差 引 残 額 218,603円

〔 支 出 〕 ( 単 位 : 円 )

政 務 活 動 費 収 支 報 告 書

（あて先）京田辺市議会議⾧

京田辺市議会議員　NEXT京田辺　菊川　和滋　印

　京田辺市議会政務活動費の交付に関する条例施行規則第5条の規定により、次のとおり提
出します。

〔 収 入 〕 ( 単 位 : 円 )



【政務活動費支出明細表】

会派名　　NEXT京田辺 令和４年度

政務活動費　　支出明細表

4月12日 資料購入費 5,390

4月16日 資料購入費 5,280

4月24日 資料購入費 1,250

4月26日 資料購入費 1,887

5月20日 資料購入費 3,300

5月22日 資料購入費 2,068

5月27日 資料購入費 1,887

5月28日 資料購入費 1,250

6月1日 資料購入費 3,300

6月1日 資料購入費 2,420

6月2日 事務所費 247

6月27日 資料購入費 1,887

6月29日 資料購入費 1,250

7月25日 資料購入費 1,250

7月25日 資料購入費 1,887

7月26日 調査研究費 1,640

7月26日 調査研究費 33,440

7月26日 調査研究費 22,680

7月26日 調査研究費 5,360
JR線　在来線
藤沢～船橋　乗車券　4人分

洛タイ新報６月

洛タイ新報７月

公明新聞（7月分）

近鉄線
新田辺～京都　乗車券　4人分

JR線（新幹線～在来線）
京都～藤沢　乗車券　4人分

JR線　新幹線
京都～新横浜　特急券　4人分

公明新聞（6月分）

（本）「まちづくりの統計学」「集まる場所が必要だ」

（本）　the world 新しい地政学

洛タイ新報４月

公明新聞（4月分）

（本）社会保障の基礎　第2版

（本）だから僕たちは組織を変えていける

（本）自治体議員が知っておくべき政策財務の基礎知識　第一
法規

（本）監査必携　第一法規

公明新聞（5月分）

洛タイ新報５月

ボールペン　替え芯
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【政務活動費支出明細表】

会派名　　NEXT京田辺 令和４年度

政務活動費　　支出明細表

7月26日 調査研究費 32,400

7月26日 調査研究費 5,572

7月26日 調査研究費 14,456

7月26日 調査研究費 1,090

7月27日 調査研究費 1,360

7月27日 調査研究費 2,280

7月27日 要請・陳情活動費 1,360

7月27日 調査研究費 680

7月27日 調査研究費 33,440

7月27日 調査研究費 24,040

7月27日 調査研究費 1,640

7月27日 調査研究費 4,752

7月27日 資料購入費 4,400

7月27日 資料購入費 1,980

8月2日 調査研究費 6,200

8月7日 資料購入費 946

8月9日 資料購入費 1,760

8月9日 資料購入費 3,080

8月22日 事務所費 4,111

宿泊代　4人分

調査研究1日目
　昼食（弁当代）4個

調査研究1日目
　1日目　夕食代　4人分

調査研究7月27日
視察雑費（文化庁）

京成バス
京成船橋駅～船橋市役所　4人分往復

JR線～東京メトロ
船橋～国会議事堂前　4人分

東京メトロ
国会議事堂前～虎ノ門　4人分往復

東京メトロ
国会議事堂前～東京　4人分

JR線　新幹線
東京～京都　乗車券　4人分

JR線　新幹線
東京～京都　特急券　4人分

近鉄線
京都～新田辺　乗車券　4人分

調査研究2日目
　2日目　昼食代　4人分

（本）政治において正しいとはどういうことか

（本）民主主義のための社会保障

調査研究7月26日～27日
視察先手土産代視察雑費2個

（本）フィンランド人はなぜ4時に仕事が終わるのか

（本）石原慎太郎　時の時

（本）総力戦の中の日本政治

インクカートリッジ・コピー用紙
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【政務活動費支出明細表】

会派名　　NEXT京田辺 令和４年度

政務活動費　　支出明細表

8月23日 資料購入費 1,887

8月24日 資料購入費 1,250

9月3日 資料購入費 1,430

9月17日 資料購入費 1,760

9月26日 資料購入費 1,250

9月27日 資料購入費 1,887

9月27日 事務所費 1,247

10月5日 資料購入費 2,640

10月5日 資料購入費 1,870

10月24日 資料購入費 1,250

10月27日 資料購入費 1,887

11月12日 資料購入費 2,750

11月12日 資料購入費 2,420

11月15日 広報費 7,442

11月15日 広報費 5,940

11月15日 広報費 6,600

11月15日 広報費 10,890

11月15日 広報費 2,640

11月15日 広報費 37,550

公明新聞（8月分）

洛タイ新報８月

（本）子ども六法の使い方

（本）論点思考

洛タイ新報９月

公明新聞（9月分）

インクカートリッジ

（本）日本経済読本

（本）心

洛タイ新報１０月

公明新聞（10月分）

（本）立法分権のすすめ

（本）コミュニティ自治の未来図

新聞折込（株）アクセス松井山手営業所

新聞折込（株）アクセス

新聞折込　読売センター松井山手

新聞折込　京都新聞京田辺市販売所

新聞折込　京都新聞三山木販売所

会派活動報告印刷
＠1.5645円×24,000部
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【政務活動費支出明細表】

会派名　　NEXT京田辺 令和４年度

政務活動費　　支出明細表

11月16日 事務所費 1,390

11月22日 事務所費 2,460

11月24日 資料購入費 1,250

11月28日 資料購入費 1,887

12月9日 資料購入費 8,400

12月12日 事務所費 1,480

12月24日 資料購入費 1,250

12月24日 資料購入費 1,887

1月4日 事務所費 1,210

1月16日 資料購入費 1,250

1月19日 事務所費 8,470

1月28日 資料購入費 1,887

1月28日 資料購入費 2,750

2月3日 資料購入費 1,430

2月4日 広報費 33,850

2月7日 広報費 29,700

2月14日 広報費 7,442

2月14日 広報費 5,940

2月14日 広報費 6,600

インクカートリッジ

コピー用紙

洛タイ新報１１月

公明新聞（11月分）

全国農業新聞令和４年４月～５年３月分

文具（替え芯等）

洛タイ新報１２月

公明新聞（12月分）

手帳

洛タイ新報１月

コピー用紙・インク代

公明新聞（1月)

(本）　アフターコロナの都市計画

（本）「怠けてなんかない!」ディスレクシア

会派活動報告
@1.6925円×20,000部

会派活動報告　ポスティング代

新聞折込（株）アクセス松井山手営業所

新聞折込（株）アクセス

新聞折込　読売センター松井山手
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【政務活動費支出明細表】

会派名　　NEXT京田辺 令和４年度

政務活動費　　支出明細表

2月14日 広報費 10,890

2月14日 広報費 2,640

2月22日 事務所費 1,303

2月22日 資料購入費 1,250

2月28日 資料購入費 1,887

3月3日 事務所費 2,147

3月26日 資料購入費 1,250

3月28日 資料購入費 1,887

3月31日 広報費 19,800

合計支出 501,397

新聞折込　京都新聞京田辺市販売所

新聞折込　京都新聞三山木販売所

フリクション芯、A４ファイル

洛タイ新報２月

※政務活動における研修費にかかる報告、調査研究費にかかる視察報告、要請・陳情活動費にかかる報告書、資料購
入費における資料、政務活動費を使った作成物（議会報告ビラ等）については、別途、資料も公開しております。

公明新聞（2月)

ファイル、フリクション芯

洛タイ新報３月

公明新聞（3月分）

（株）clover japan　ポスティング代
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令和 4 年（2022 年）8 月 1 日 

京田辺市議会 

議長 松村 博司 様 

京田辺市議会 

会 派 名  NEXT 京田辺 

 代表者氏名  菊川 和滋 

 

会派研修視察報告書 
 

研修項目 「藤沢市シティプロモーションの取り組みについて」 

     「申請書作成支援窓口（書かない窓口）について」 

 「天理山古墳群の取り組みについて」 

      

日  時 令和 4年 7月 26 日（火）～7月 27 日（水） 

場  所 神奈川県藤沢市、千葉県船橋市、文化庁 

参加者名 片岡勉・河本隆志・菊川和滋・長田和也 

費  用 １９１，０３０円 

 

【内容】 

１ 令和４年７月２６日（水） 

「シティプロモーションの取り組みについて」（藤沢市議会会議室） 

  藤沢市企画政策部広報シティプロモーション課 課長補佐 古澤宏直 氏 

１．挨  拶 藤沢市議会事務局長 

２．シティプロモーションの取り組み説明 

３．質疑応答 

４．考  察 

 

１．藤本議会事務局長 挨拶 

藤沢市もその昔より交通の要衝であり、現在も 6つの鉄道がとおっている。また湘南

海岸など全国的にも有名な観光地であり、その自然が子育て環境にも大変恵まれてい

る。そして慶應義塾大学や日大など 4つの大学があり、学生を交えた活力あふれるまち

となっている。このようなことから人口も 44 万人を超える都市となっており、今後も

更にまちの魅力発信を大切に、「住んでみたいまち、住みつづけたいまち」へと注力し

ていきたい。このようなことは、京田辺市においても同様と思っており、お互い共通点

を持つまちとして、本日お越しいただき、心より感謝申し上げる。 

 



２．シティプロモーションの概要説明 

2013 年 4月 企画政策部企画政策かに「シティプロモーション担当」設置 

同年 10 月 シティプロモーション準備組織「ふじさわ盛り上げ隊“準備会”設置 

同年  2 月 （仮称）藤沢市シティプロモーション推進方針（素案）作成 

2014 年 4月 推進組織「ふじさわシティプロモーション委員会」設置 

      （関係団体・市民団体・大学・民間事業者・藤沢市の代表 計 15 名） 

同年  5 月 委員会の下部組織「ふじさわシティプロモーション委員会作戦室」 

設置 

     （関係団体・市民団体・大学・民間事業者・藤沢市実務担当者 計 15 名） 

同年  6 月 ふじさわシティプロモーション推進方針（第 1期）策定 

      （2014 年～2018 年まで） 

2017 年 4月 組織改正によりシティプロモーション業務が経済部環境課へ移管 

2019 年 4月 ふじさわシティプロモーション推進方針（第 2期）を策定 

      （2019 年～2023 年まで） 

2021 年 4月 組織改正に伴い、シティプロモーション業務が企画政策部広報課へ 

移管 

     （移管に伴い課名を広報課から広報シティプロモーション課に変更） 

 

「ふじさわシティプロモーション推進方針（第 2期）」の概要 

● 基本的な考え方 

シティプロモーションとは、都市の魅力やイメージを効果的かつ継続的にアピール

することで、都市のブランド価値（都市としての優位性）を高め、都市を発展させ

ていく取り組み。 

（１） （目 的）  

都市のブランド価値を高めることによって「知名度」「存在感」が向上し、

持続的に活性化していくことを目的として、長期的にシティプロモーショ

ンを推進していきたい。 

（２） （期待する効果）  

ア.市民にとっての効果 

伝統、文化、自然をはじめとする藤沢の魅力や価値を大切に思い、高める

気持ちが生まれてくるとともに、藤沢への誇りや愛着といった「郷土愛」

が高まってくる。さらに市民参加や市民活動も促進される。 

イ.地域経済における効果 

藤沢の知名度の向上によって地元産業、地元企業への信頼感や商品、サー

ビスの付加価値が高まり、集客力や収益の向上がもたらされる。 

ウ.藤沢市にとっての効果 



都市としての価値、優位性が高まることにより、ヒト・モノ・情報に対す

る求心力が強化され、交流・定住人口の増加等につながる。また、商店街

や中心市街地の活性化、企業進出、地元企業の業績向上による市税収入の

増加にもつながる。 

 

 

● ふじさわプロモーションの目指す姿 

    「ブランド力向上により持続的に活性化していく都市（まち）」 

     まちを知ることにより、興味を抱き「まちに関わる人」が増えていく、さらに次

のステップとして市民自ら誇りをもってまちの魅力を発信し、他の地域の人々に

アピールしていく、その結果として「訪れたい」「将来住んでみたい」人が増えて

いく、そうした流れを作ることこそ、シティプロモーションの核心と考えている。 

 

● 推進方針 

ブランディングにおいて最も大切なことは、ロイヤルカスタマー（優良顧客）に魅

力を感じていただき、他者に伝えていただく⇒市民自らの伝道者行動 

その結果、藤沢市の魅力が市外へと伝わることを期待し、「市民参加型のプロモー

ション」を強化する。 

＊口コミ発信や SNS発信を得意とする 30 歳代の層を中心に、「魅力発信行動＝アク

ション」による市外に向けた発信力強化を図る。 

 

３．質疑応答 

Q.市民からの意見の取り込み手法 

A．毎年行う、市民アンケートより精査している。 

  シティプロモーションに係る市民からの改善要望はない。 

Q.本事業におけるコンサルティング企業の活用は 

A．SNS 等の分析とアドバイスをもらう対応をお願いしている 

Q.どのような方々がリーダーとなっておられるか 

A．シティプロモーション委員会、作戦会議の開催  （2-3 回/年の実施） 

 また、本年は大学 PR動画作成を委託している（テーマは市より発信する） 

Q．今後の予定は 

A．第 3 期 （令和 6 年度～） 推進方針策定の準備中 

Q．推進体制（委員会の構成メンバー） 

A.商工会議所・観光協会・商店連合会・青年会議所・NPO 団体・慶応義塾大学他 3大学校・

東日本旅客鉄道・小田急電鉄・相模鉄道・江ノ島電鉄・湘南モノレール・ジェイコム湘南、

神奈川・レディオ湘南（コミュニティ放送局） 



Q．SNS 発信の具体例は 

A．Twitter（2013 年開設）・facebook（2014 年開設）・YouTubu（2014 年開設）・Instagram(2015

年開設)・LINE（2021 年開設）・ふじさわファンクラブ 

＊ふじさわファンクラブ・・・会員数 5,328 人（2022 年 7 月 1 日現在）好きな人が誰でも

会員になれる。年 3回程度のミーティングを開催するが伸び悩みである。今後は市民アンバ

サダーへと繋げていきたい。 

Q．上記のようなコンテンツをどのような観点で実施しているか 

A．それぞれの年代層別に使い分ける。例：FB＝写真等を中心 Inst=女性・若年層世代 

Q．予算について 

A．令和 4年度予算（17,930 千円） 

  内訳 推進事業業務委託費（9,394 千円）・事務局運営委託（2,093 千円）・WEB サイト

運用管理委託業務（2,497 千円）・キャラクターデザイン作成業務委託（99千円）・InstagramAR

エクフェクト作成業務委託（490 千円）・市民アンケート（423 千円）・関係事務費（2,934 千

円） 

 

４.考察 

 藤沢市は市民との協働によるまちづくりに力点を置き、市民一人一人がまちを愛するこ

とから始まり、自分たちのまちの魅力発信につなげていこうとする政策に力点が置かれて

いると感じた。そのような中で、この政策推進力がどこにあるのか？また市民を巻き込むた

めの秘策などをお聞きしたく今回のテーマとして視察を行った。 

 特に印象に残ることは、推進母体となる「ふじさわシティプロモーション委員会」の構成

と、毎年数回開催される会議において、いろいろな角度からの検討を加えていることである。

またこの委員会メンバーは、各界を代表する方々が集まることにより、市長を中心とする政

策集団と化している点ではないかと思った。鉄道事業者や観光協会、さらには大学の学長な

どなど、市に在籍する多くの団体の代表が、それぞれの立場で市の更なる発展のための知恵

を出し合う。そこからでた課題やアイデアの解決にむけ、作戦会議において具体的な展開方

法を検討するといった仕組みは、まさしく今後の本市においても参考となるものであった。 

 また、市職員の誰もが市を愛し、市民参画を目指す。このような心構えができている点に

おいても非常に感心する内容であった。 

 今後人口減少社会が進む中、住んでいる住民一人一人が、藤沢市の観光大使的役割を担っ

ておられることは、市にとっても市民にとっても、まちの誇りでありまちの自慢ができる、

素晴らしい取り組みであると感じた。 

 私たち京田辺市においても、「歴史あるまち、自然豊かなまち、交通事情に恵まれたまち

そして子どもたちが大いに活躍できるまち」などなど、市民一人一人が「本市の郷土愛」を

育み、市民参加型の政策実現を図っていく取組の中で、このシティプロモーションを活用し

た取り組み事例は大いに参考としたいものである。そのためにも今一度本市のコンセプト



である、「緑豊かで健康な文化田園都市」を見つめ、農業・商業・観光・そして文化歴史の

探求と、世代を超えたそれぞれの市民一人一人が、本市の魅力発信母体として活躍できるよ

うな取り組みを期待していきたい。           

 

 

２ 令和４年７月２７日（水） 

「申請書作成支援窓口（書かない窓口）について」（船橋市議会会議室） 

  船橋市市民生活部戸籍住民課 飯田宏行 氏 

１．挨  拶 船橋市議会議長 

２．申請書作成支援窓口（書かない窓口）の説明・質疑応答 

３．書かない窓口デモンストレーション 

４．考  察 

 

１．渡辺賢次 船橋市議会議長 挨拶 

人口は６４万人、東京から約２０キロメートル圏内、自然に恵まれた都市で、沿岸部に

は三番瀬、内陸部には工業地、住宅地、農地が広がり、バランスのとれた産業、スポーツ

活動など、全国有数の都市としてのポテンシャルが秘められている。 

平成２４年度には産品のブランド化を実現し、まちの魅力向上にも取り組んでいる。 

 

２．申請書作成支援窓口（書かない窓口）について 

（１）実施概要 

①平成２８年 総務省の業務改革モデルプロジェクト事業として開始 

 ・試験運用開始日 平成２９年１２月２５日 

  ・本運用開始日  平成３０年２月１日 

  ②実施場所 

   ・戸籍住民課 住民移異動窓口（最大６窓口） 

   ・出先窓口（８箇所）は未実施 

  ③対象手続き 

   ・住民移動届（転入・転出・転移・世帯変更） 

（２）申請作成支援窓口（書かない窓口） 

  コンセプトは３つの柱 

  ①かんたん 

   ・住民異動届の作成は職員が行う（各課の提出書類を選別） 

・申請者はヒアリングに回答し、住民異動届に署名するだけ 

・関連手続きに必要な申請書の一部（９業務２０種類）も作成される 

  ②正確に 



  ・ヒアリングへの回答をもとに関連手続きが特定、「手続き一覧」や「案内書」 

が作成される。２つを併用することで役所側の案内漏れと申請者側の手続き漏 

れを防止することができる 

※引越しは何度も行うことが少ないため、サービスを知られていない市民が多い 

  ・ヒアリング（「はい」、「いいえ」の質問）への回答結果を渡すことで、申請者や関 

連手続きの担当課が、後日での確認することが可能となる 

 ③わかりやすく 

  ・手続き一覧には申請者名、担当課、フロアを表示（日本語と英語、中国語、ベト 

ナム語の３か国語を併記） 

  ・案内書には必要と思われる手続き、担当課の場所、電話番号を記載し、後日手続 

きをする場合でも迷わないように工夫されている（どの書類をどこに提出すれば 

よいのか） 

 

（３）質疑応答 

 Q 事業導入に至った経緯は。 

 A 住民基本台帳事務を所掌する戸籍住民課ではマイナンバー制度の開始により業務量 

が増加し、窓口業務が煩雑となって受付時間の短縮や業務の効率化が課題となってい 

た。そこで、職員の負担軽減、関連手続きの正確な特定、ヒアリング内容の証跡化、 

わかりやすい案内書の作成、ナビゲーション機能を備えた窓口支援システムを活用し 

て実現することとなった。 

 Q 現在の具体的な取り組みと課題は。 

 A 平成３１年２月より、世帯変更の運用も開始した。主な課題は、繁忙期にシステムの 

運用を停止することもある。費用面では、法改正等に伴う改修費とプリンタトナー等 

の消耗品費が高額となってしまうことがある。 

 Q 事業に必要な設備及び費用は。 

 A 初年度（H２９）は、導入費用約１，７００万円（国費１，５８０万円）、うちシ 

ステム関連経費は約１，２００万円、事業調査やマニュアル作成等で焼く５００万円。 

追加の改修費は１８６万円。 

   ２年目（H３０）サービス利用料１６２万円。改修費用１，２６４万円。 

   ３年目（H３１）サービス利用料２３４万円（機能追加の影響）元号対応改修３８７

万円。 

   ４年目（R２）サービス利用料２９５万円。 

   ５年目（R３）サービス利用料２９５万円。プリンタトナー及び消耗品１５６万円。 

 Q 事業効果、市民の反響、評判は。 

 A 約１カ月の試験運用で次の結果が得られた。 

①窓口滞在時間の削減（－４.３分） 



②手戻りの削減（４７％削減） 

③住民満足度の向上（満足+やや満足の合計が９５％） 

④案内の充実 

   導入後の効果判定は実施していないが、市民の評判は概ね良好な印象。 

 Q 今後の事業展開は。 

 A 時期システムは、今後更新予定の住民記録システムや国の動向等を踏まえて、包括的

な選定を行う。 

 Q マイナンバーカードの取得率は。 

 A ４５．９％。出張申請の委託費用９，０００万円をかけて、２万件が増加した。 

 Q 担当者はこのシステムをどの段階から関わられたのか。 

 A 他の自治体が利用していたシステムを応用している。当時の担当者が他の所管部署と 

直接やりとりをして、必要なシステムを作り上げた。国が基幹業務システムの統一、 

標準化に向けての動きがあるため、現在は庁舎内で運用している。国の新システム 

が分かり次第、次期のシステム更新を考えていく。 

 

３．書かない窓口デモンストレーション 

  本庁舎１階フロア、戸籍住民課の窓口にて、ナビゲーション機能、職員のヒアリングの 

 もと、住民移動手続き（転入届）を体験した。 

  

４．考察 

 船橋市は、現在も人口が増加しているまちであり、研修当日も外国の方が利用している

光景や、戸籍住民課を利用する市民の方も多く、手続きをわかりやすくするために工夫さ

れている点が多数散見された。 

まず、入り口正面には色分けされた各課のフロア図が設置されている。色分けされたフ

ロアには、各それぞれの色分けされたエプロン姿のフロアマネジャーが数名配置されて

おりコーディネート役として、来庁者へのお声がけをされていました。申請内容によって

は、手書きの方が早い例もあり、手書きもしくはナビゲーションの双方から選択できる仕

組みがとられていました。 

また、電子案内版も各課によって色分けがされ、各課の手続きに迷いが生じない配置を

心掛けられ、動線に配慮した整備がなされていました。 

電子案内版は、コロナ禍以前からの導入であったが、密をさけるために車の中で待機し

順番がきたら庁舎内に案内できるシステムも導入していたため、コロナ禍においても、大

きな効果が発揮できたようでした。 

今後、京田辺市においても、国の動向を注視しながらであるが、手戻り、データの入力

ミス等、ソフトハード面双方から、市民、職員にとって最適なシステムの導入を検討され

たい。 



文化庁 綴喜古墳群取り組みについて 

 

令和４年７月２７日（水） １４：００～１４：４５ 

 「綴喜古墳群取り組みについて」 

文化庁文化第二 山下 信一郎 課長（博士）（文化庁執務室応接） 

  （資料提供）ほっと京田辺 ２月号 

 

１．今後のスケジュール確認 

・今秋（11 月頃）には綴喜古墳群としての保存に対する決定をしていきたい。 

・その後については、府・市との連携の下対応していく 

 

〇保存に対する、他事例の紹介を受ける（特に高槻市安満遺跡の状況など） 

・いつ頃から発掘調査にかかれるのかと質すも、原則古墳は現状保存が基本である。

よって発掘調査などについて、例えば内部の劣化が著しく、修復が必要であるな

どの要因がない限りは難しい。 

 

 〇引き続きのアドバイスや府・市との連携についてお願いした。 

 

２．考察 

 〇今回の天理山古墳遺跡は、大変貴重な古墳であり引き続き府・市連携の下保存に向

けて対応していきたい。 

〇我々NEXT 京田辺会派として、本古墳を軸に「歴史に思いをはせ、市民の憩いの場」

として活用できればとの思いを訴え、引続きのご指導をお願いした。 

 〇盗掘などへの対応等々、今後の課題整理を行い市へ要望していきたい。 

 

以 上 

 

 



令和 4年 (2022年)8月 1日

京日辺市議会

議長 松村 博司 様
京田辺市議会

会 派 名
代表者氏名

NEXT京田辺

菊川 和滋

要請・陳情活動報告書

陳情内容  「京日辺市からの要望について」 (山井衆議院議員)
「エネルギー政策への意見交換」 (浜野参議院議員)

日    時
要請・陳情活動先

7月 27日 (水 )

山井 和則 衆議院議員
浜野 よしふみ 参議院議員
片岡か 河本隆志・菊川和滋・長田和也

1,360円
参 加 者 名

用費

【内容】

参議院議員 浜野 よしかみ氏

日   時
場   所
先方面談者

,不口4生F7月 27 日 (1く )    13: 15-14:00

参議院議員会館 浜野事務所
参議院 浜野よしふみ氏 (国民民主党・電力総連 )

く報告 >

0コーネルギー政策についての意見交換を実施

○要望・提言について

・ゼロカーボンシティの宣言市であり、エネルギーヘの関心が高い。今後

も引き続きの情報交換をお願いした。

0今後の原子力政策についてお話を伺うた。

0その他 参議院議員選挙後の対応」〕々 の意見交換を実施した.



く考察>

0電気料金の高騰や世界的なエネルギー問題、さらには原子力´ヽの課題など種々の意

見交換を行う中で.国民生活のベーースとなるエネルギーの在り方について、今後も

引き続さ情報交換を実施していきたい.

以  上

衆議院議員 山丼 和則議員

日     日寺

場   所
先方面談者

令和 4年 7月 27日 (水)15:00-16:00
衆議 ,,6会館 山井事務所
衆議院 山井 和則氏

京田辺「1議会かし,の令和 4年度版要望・提言集資   料

0要望・提百について (令和 4年
'I府
議会要望資料を基に)

特に

・京都府所有の南円1′
'西
地区の開発に係る、本市インフラ整備事業´ヽの対応

・本市の今後′
'開
発案件等への進オ■報告と、国のア |ヽ

バイス・ ll政支援依頼

(防災広場・農福連携によるI'ark PFIへ のア ドバイス・財政支|-1,頼なと)

●防災・減災に対する意見交換

●コ|コ ナ感染症にかかる種々の課題と今後の対応などの意見交換

(Dそ の他

考   察
○山井議員はコロナヘの多角的な対応を引き続き政府に求めていくとのこと。

O今回の天理山古墳遺跡をはじめ京田辺市における各種課題克服に向け、引続きの連携

強化をお願いした。                   以 上

0日 頃の取り組みと指導に対 しお礼申し「■する。



令 和 4年 (2022年冬 号 )vol.4発 行責任 NEXT京田辺
京田辺市議会 会派 Nex t Step Kyotanabe

NEXT ■

「天理山古墳群」文化庁
本市の夭理山古墳への想いや市民の贅同
を踏ま́ ..綴

=古
墳群としての史跡指定と今

後の活用棠など.文化庁担当課長に陳.1青 .

ユ菫を,tヽ ました.

「シティプロモーシヨン」 藤沢市役所

市内外への魅力発信に先進的な取り組みを

行っている.神奈川県藤沢市を訪問し.市の
魅力発信にかける戦略や体制等について学
びました。

「書かない窓口」船橋市役所

船橋市の先L的な取り

“

旦みの一つである「書か,いて口」
へ出向き.彙体験を行うとともに.市 民の評価や今後のまた
について貨気の場を持ちました。

に 派祝察研修の様子 0和 4■ 7月 実施分)
■■

百
■

「今も、これから先も、住みよいまち、
住んで良かったと思える京田辺」

こんにち|よ。みなさまとともに活動する片岡勉です。

新型コロナ.昨今のエネルギー価格も含めた物価高騰の影響、さら

には日本各地に目を向けると、さまきまな自然災常も私たちのくらし

に大きく影響しております。みなさまとともに.弓 |さ続さ.安全で安
心してきらせるまちづくりに取り組んで

まいります.

0文教福祉常任委員会 委員
O広報広聴特別委員会 委員
O京都府後胡高齢者医療広域連合
議会議員 (同 監査員 )

O京[B辺市平和都市■進協議会 幹事

「みんなで 繋けよう未来へのキップ !」

市議会議員として活動し、 15年か過ざました。
私の理念 |ま け 若疎通」.各世●が交流の場を持ち.お互いを尊敬し

合い.時代の継承.未来のまちつくりを語り合える京日炒市へ。

みんなが夢と希望´・持つて生活ができる.一人ひとりが地域の魅力を

発信できる仕組みづくりが必要だと感じて

います。

O京日辺市議会 副議長

O建設経済常任委員会 委員

O京□辺市営住宅入居者選考委員会 委員

O京田辺市ごみ減F化推進審議会 委員

欄 tacashidesu mail.com

「何気なく心地のよいまち 京田辺」

京日辺に生まれ育ち.半世紀近く住み続けた京日,7]ですが.住み慣

れた「まち」というものは.イ可気なく心地のよいものです。そんなま

ちも.時イヽの流れにより.変化を求められる中、「変わるべきもの|よ

変え.残すべきものは守る姿勢」を崩

さす.今後も取り組んでまいります。

O広報広聴特別委員会 副委員長

O建設経済常任委員会 委員

O枚方京日辺環境施設組合議会 議員

(同 幹事)

0農業推進委員会 委員

knagata@nagata. kyoto

ながた和也 趙

「賑わい生きがい心をつなぎ
ともに創ろう明日の京田辺」

「安全・安心」「少子高齢化と社会保障」「集約と分散」「歳入と歳出」

など.常にバランス感覚を軸に対応してきました。これからも謙虚に

誠実に政策実行してまいります。

菊川かずしげ鶉 kyouta.kiku@gmail.com

―

響嘱覇

．や

私たち会派では「現場主義」「市民参画」「会派内議論の徹底」をモットーに、市民生活に根差した活動に日々取り組

んでおります。新型コロナウイルス感染症による社会への影量が続く中、感染症への対応を行いつつ、自然豊かで住み

やすい本市のさらなる発展に向け、取り組みを進めてまいります。

´

・

NEXT京

河本たかし

○総務常任委員会 委員長

O京日辺市議会幹事会 副座長
O京日辺市国民健康保険事業の事業運営に

関する運営協議会 副委員長

0京D辺市者F市計画審議会委員 |よか

,
ヽ



NEXT京田辺の要望・提 の実現
防犯カメラ設置

安全安心のさらなる向上に向

け、過去より区・自治会要望が

多数出されていた、防犯カメラ

の設置について、一般質問等を

通じ「通学路」「大規模公園」「幹

線道路」などの設置拡大が実現

しました。令和 4年度 9月末
現在、市内において 45台の防
犯カメラが稼働中。

JR大住駅バリアフリー化
JR大住駅舎のバリアフリー化
について、令和 4年 3月本市・

JR・ 国の資金により、バリアフリー

化が実現しました。なお、駅前広

場の課題など、今後も引き続き取

り組みます。

中学校給食学校給食センター

中学校給食の実施に向け、私たち会派は災害時におけ

る食への対応や、地産地消の最大限の活用ができる方式

などから、「センター方式による実施」と、「実施期日の

明確なスケジュール」を市側に求めた結果、令和 6年度
より全中学生を対象とした、中学校給食が実施される予

定です。引き続き、老朽化する小学校給食室への対応や、

気温や感染症によって実施困難な水泳授業の、「民間施設

の活用」を図り、教育環境の更なる向上に取り組みます。

連絡先 :京田辺市役所 5階 (NEXT京田辺)
所在地 :〒 610-0393 京田辺市田辺 80番地
電 話 :0774-64-1380(内線528)

中央体育館輻射式空調設置
本市、田辺中央体育館の、大規模改修時に伴い「空

調設備の導入」「トイレ等バリアフリー化の実施」

を粘り強く要望してきました。結果、全国 2例目
となる、風の影響を受けない空調システム (床冷

暖房システム型空調)を導入しました。同時にト

イレの様式化も完了し、令和 3年 4月、りニュー

アルオープンしました。

その他、実現できた各種施策 (抜粋)

,公 立幼保認定子ども園化の早期実現
(令和 5年 4月 より大住子ども園開園予定 )

0公立保育所における「おむつの持ち帰りを廃止」
(令和 4年度内に実施予定 )

p.期 日前投票所の増設による市民の利便性向上と

投票率の向上

(令和 4年第 26回参議院議員通常選挙より、

北部地域で 1か所増設完了)

鸞 ,学校敷地外留守家庭児童会の実現

(令和4年 9月現在、民間 2園新規スタート)

せ .企業版ふるさと納税の実現

(令和 3年度より運用開始 )

「編集後記」

私たち会派は、ハード・ソフト両面の政策課題

実現に向け、常に市民目線を大切に、4人の力と
知恵を出しあい、優先順位を明確にした対応に心

がけてまいりました。

とりわけコロナ感染症で得た、新たな時代の変

化に即応した行政運営について、今後も積オ0収果敢

に取り組んでまいりますので引き続きのご指導ご

鞭撻を心よりお願い申し上げます。
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空調システム設置工事風景
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給食センター完成予想図
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多くの市民の皆様の声や想いを持ち寄り、まちづくりの施策・政策に関して互いに議論し、いち議員だけの想いだけで

はなく、様々な意見を総合的に市政に反映する為、議員同士が「NEXT京田辺」の名称で会派を組み、活動しています。

令和 5年度当初予算編成に向け、市長へ予算要望の申
し入れを行いました。私たちNEXT京国辺では、「京田辺
市の今と未来」に必要と考える施策を、毎年市長へ提出し

ています。

議会会派が日々の調査・研究活動を行う中で、地域活

動などを通じて多くの市民の方から寄せられた貴重な意見

を集約し、次の年度の予算編成への要望として市長へ提

出することを、一般的に「予算要望」といいます。

NEXT京田辺つて?

予算要望提出

予算要望つて
'

予算要望の主な内容

~ ・ ~    ~                  ■11 ●■■■■■■

「

■
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まちの安全と更なる安心感の向上のため、 日…■■■ I
子育て    E「 LFコ

次代を担う子どもたちを育てるため、社会 IL~===｀ ■
全体で環境の整備が必要である。

1国の検討も lll 二
== ||進んでい

.ま

すが、市独自あサ=ビス施策を検‐ ‐
討すること:そ して、喫緊の課題として、」'中学校における、

生徒数の偏在解消と公立幼保連携型認定こども園化を早期に

取り組むこと:またt子育てに悩む方々に対し、寄り添う相

談窓回の更なる拡充を要望しました。  .

自治体デジタル化推進

来庁しなくてもよい市役所を目指し、デジ

タル化の推進が必要であり、業務ブロセスの

見直しなど、国・府と連携した取り組みを強

安心 。安全

市職員と区・自治会の日常連携を図るととも

に、災害想定の下、市民一人ひとりが「わが |
ごと」と思い継続的に取り組んで行く必要が

~

あることから、啓発活動の更なる推進と避難所運営訓練の継続

的な実施をおこなうこと,また、登下校時の児童・生徒の安全

確保や日常の犯罪防止に向け、区・自治会の協力を得、市民か

安心して暮らせるまちづくりを進めるよう要望しました。

行財政改革

老朽施設の統廃合など「公共施設等総合管

理計画マネジメント会議」の継続的な議論を

行ない、将来の人口動態に見合った施設のあ

り方の検討を加速させることや、専門技術員による包括的な施

設管理の委託など、計画的なメンテナンスによる財政の均平化

に努めること.そ して、施設利用者負担の公平公正な料金設定

を検討することを要望しました.

域でのつながりを重視した、公民館等の高齢者の居場所や生涯

学習の場所として活用できる施設の環境整備に取り組むこと.

また、市民が将来いきいきと過こせる為に、フレイル予防施策

の充実に取り組むよう要望しました。

将来に向けた私たち会派の提言

地球温暖化対策は待ったなしの状況です。

「ゼロカーボンンテイ宣言」に基づき、開発

間近の田辺中央北地区において「カーボン

ニュートラル」をコンセプトにまちづくりを提言します.一方、

田園都市として、職住近接となる企業誘致の推進や、主に府

が開発する南田辺西地区のまちづくりにおいては、市として

主体的な提言を行うよう要望しました。

|  .. 11  ■ … ‐
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健康推進

「ふれあい・健康・運動」など、高齢者の

みならず全世代を対象とした健康増進への取

り組みが必要であることから、特に身近な地
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○「NEXT京田辺」は、京田辺市議会で現在 4名の議員が所属する会派です。

○なぜ会派を組むのか。

ヽ

窃1薫 F
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化すること.一方で個人情報の管理など職員の情報セキ■リ

ティに対する教育が必要であり、並行して推進すること。また、

マイナンバーカードの普及と併せ、その活用の拡大策を検討す

ることを要望しました.
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NEX下 京田辺が描くまちづくり
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「みんなで繋げよう未来へのキップ |」

『緑豊かで健康な

文化田園都市』京田辺を !

ヽ
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「安全・安心

笑顔あぃれるまちづくりを推進 !!」

・豊かな心で過ごせる

・子どもの声が聞こえる

・人生の先輩のお話が間ける

常日頃から会話の絶えない

コミュニティを築いてまります。

倖 (さいわい):

人が寄り添うことで、

人はもっともっと幸せになれる。
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います。こういった活動が、 より広く深くま
ちに根付くよう、「観る聴く支える参加する」

文化が広がるまちを目指します。 また、 趣

、 味や健康増進としての、スポ
ーツや運動が、

いつでも気軽に楽しめる環境の整備も目指

します。心と体の健康と、人と人、世代を

越えた「つながり」が、個人だけではなく、

^

地域とまちの「あたたかさ」に

なります。今後も、ぬくもりの

あるまちづくりに取り組みます。

本市でいま、芸術・音楽活動が活性化して 今も、これから先も、住みよいまち、

住んでよかったと思える京田辺

〇誰もが安心して暮らせるまち

・災害に強いまち

・住むひとにやさしいまち

・子育てがしやすいまち

・調和のとれたまち

みなさまとともに、弓|き続き安全で安心して
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取り組んでまいります。
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づ許:T,11::群 ::LIヽ 悪た機111ヽ手:書:争_1::li:薇三4
連絡先 :京田辺市役所 5階 (NEXT京田辺)
所在地 :〒 610-0393京 田辺市田辺 80番地
電 話 :0774-64-1380(内線 528)

則 ,

●

老若疎通

各世代が、お互いを尊重し、未来と歴史を

語り合い、文化の継承や対話、交流が広

がる京田辺を創っていきたいです。

みんなが『生きがい』『働きがい」そして、

この地で一生を過ごしたいと思える

河本たかし 菊川かずしげ
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暮らせるまちづくりに
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片岡つとむながた和也｀
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